




































































































































































































































































1 Mitteilung は、通例では「伝達」と訳され、英訳では communication である。フッサールの用法では、この概念は、他
者への一方的に伝えることを意味するだけではなく、「相互に伝達する」ような「コミュニケーション」をも意味する。そ
れゆえ本稿では「伝達」と「コミュニケーション」の二つの訳語をそれぞれ文脈に合わせて使用している。 
2 本論文中のフッサールの著作からの引用は、フッサール全集（Husserliana, den Haag, Kluwer Academic Publishers）
に従い、引用文の最後には（Hua 巻番号、頁数）を記した。 
3 T.Nenon, Intersubjectivity, Interculturality, and Realities in Husserl’s Research Manuscripts on the Life-World
（HuaXXXIX）, in: The Phenomenology of Embodied Subjectivity, Springer, 2013. 
4 Ibid. p.145. 
5 例えば、『現象学事典』でも、基本的にはフッサールの位置づけは、観念論に属している。木田元ほか編『縮小版 現象




が対象の「実在性」を保証すると解釈する。D.Zahavi, Husserl’s Legacy Phenomenology, Metaphysics, and 
Transcendental Philosophy, Oxford, 2017, p.36.（中村拓也訳『フッサールの遺産 現象学・形而上学・超越論哲学』、法政
大学出版局、2018、61 頁）。 
7 M.Averchi, Husserl on Communication and Knowledge Sharing in the Logical Investigations and a 1931 Manuscript, 
in: Husserl Studies, Springer 2018, pp.1-20. 
8 例えば以下のような研究が、この資料の解説を行っている。山口弘多郎「フッセリアーナ 39 巻『生活世界』についての
報告 原創設、世界経験、方位づけ構造、自然、実践」、『フッサール研究第 14 号』、2017 年、170－184 頁、吉川孝「フッ
セリアーナ 39 巻『生活世界』を読む 確実性、根源的獲得、正常性をめぐって」、『フッサール研究第 14 号』、2017 年、
185－200 頁参照。 
9 U.Claesges, Zweideutigkeiten in Husserls Lebenswelt-Begriff, in: Perspektiven transzendental-phänomenologischer 
Forschung, hrsg.U. Claesges u. K. Held. Martinus Nijhoff, 1972, S.97.（鷲田清一、魚住洋一訳「フッサールの〈生活世
界〉概念に含まれる二義性」、新田義弘、小川侃編『現象学の根本問題』、晃洋書房、1978 年、97 頁。） 
10 Ibid. S.92, 100.（邦訳 91、100 頁）。 
11 Ibid. S.99.（邦訳 99 頁）。 




する現象は成り立つのである。そして新田義弘『世界と生命』、青土社、2001 年、136－138 頁、185－186 頁。また谷によ
る解説も参照。谷徹「媒体性の現象学のアナトミー あるいは生命の現象学のヴィヴィゼクチオン」、新田義弘ほか『媒体性
の現象学』2002 年、青土社、190－192 頁。 
14 すでに P・バーガーや T・ルックマンは、フッサールの「生活世界」を独自に解釈し、経験的な次元で「実在的なもの」
を捉えている。Peter.L.Berger and T.Luckmann, The Social Construction of Reality－A Treatise in the Sociology of 
Knowledge, New York, 1966（山口節郎訳『現実の社会的構成』、新曜社、2003 年）。またこれ以外にも、「実在的なもの」
に着目する研究には以下の諸研究がある。吉川孝「経験的媒介の現象学――フッサールにおける感性的性質の問題」、日本
哲学会編『哲学』、法政大学出版局、2004 年、268－279 頁、田口茂『現象学という思考 〈自明なものへの知へ〉』、筑摩書
房、2015 年、佐藤俊「媒介とは何か――媒介論的現象学のために――」、『フッサール研究第 14 号』、2017 年、104－112
頁。 Cf. Gilbert T. Null, The ontology of intentionality I: the dependence ontological account of order: mediate and 
immediate moments and pieces of dependent and independent objects, in: Husserl Studies, Springer, 2007, P. 
Berghofer, Why Husserl is a Moderate Foundationalist, in: Husserl Studies, Springer, 2018, pp.1-23. 





16 Ibid. p.162. 
17 Nenon, a.a.O. p.154. 
18 Ibid. pp.160-161. 
19 フッサールによる「伝達」の機能の記述は、『論理学研究』の一つの主題であり、その研究も盛んである。例えば、以下
のものが挙げられる。鈴木崇志、「フッサール『論理学研究』における「独白」概念の検討」 、『フッサール研究 第 11
号』、2014 年、56–79 頁、――「一九二一年以降のフッサールの伝達の理論の展開」、『倫理学年報』、2017 年、113－127
頁。 




21 M.Averchi, a.a.O. pp.1―2. 
22 Ibid. p.3. 
23 Ibid. p.18. 
